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マントル物質とマントルプロセスについて広い専門分野にわたって集中的に討論する国際研究集会 
International Workshop on Orogenic Lherzolite and Mantle Processes （略称：国際レルゾライト会議）の第
４回が２００２年北海道の様似町で開催される． 
 準備委員会は会議のメインテーマを次のように設定した： 
（１）マントル起源のかんらん岩に見られる不均質構造，層構造のその起源， 
（２）部分融解とメルトの分離，集積 のメカニズム及びマグマ輸送中の組成改変， 
（３）変形微細構造とマントルの流動のダイナミクス， 
（４）リソスフェアのリサイクリングとマントルの地球化学的進化． 
 
 
マントル物質とマントルプロセスについて広い専門分野にわたって集中的に討論する国際的な研究集会 
International Workshop on Orogenic Lherzolite and Mantle Processes （国内略称：国際レルゾライト会議）
の第４回が２００２年８月２６日から９月３日にかけて北海道の様似町で開催される．ここでマントル物質とは，
造山帯に産するかんらん岩，オフィオライトのかんらん岩テクトナイト，玄武岩ないしキンバーライトに捕獲され
たかんらん岩，エクロジャイトゼノリスを含む．近年のマントル学は，世界の様々なテクトニックセッティングに
おけるマントル物質の詳細な観察・記載的研究と超高圧実験データの蓄積および地震波トモグラフィーによるマン
トルの三次元構造と流動パターンの視覚化に触発されて，新展開の局面にあるというよう．その研究の流れの中で，
これまでの一連の本会議は天然の物質の観察事実をベースにして，マントルで起こっているさまざまな物理・化学
的プロセスを論じるというスタンスで世界の研究をリードしてきたといえる． 
 
国内準備委員会ではこれまでの会議の実績と，世界の研究動向をふまえて，第４回の会議のメインテーマを次
のように設定した： 
（１）マントル起源のかんらん岩および関連する岩石に見られる様々なスケールの不均質構造，層構造のキャ
ラクタリゼーションとその起源， 
（２）かんらん岩の部分融解とメルトの分離，集積（segregation) のメカニズム及びマントルにおけるマグマ
上昇中の（母岩との反応による）組成改変， 
（３）かんらん岩の変形微細構造とマントルの流動のダイナミクスの関係， 
（４）リソスフェアのリサイクリングとマントルの地球化学的進化． 
 
本セッションのイントロダクションとしてこれらのテーマのより具体的な内容をいくつかの研究例を引用して
紹介し，本学会の趣旨をよりよく理解していただくとともに，２００２年の会議には狭い意味の岩石学のみならず
（変成岩、火成岩、火山学）、地球化学、構造地質・岩石学、地球物理学、テクトニ クス等、広い専門分野からの
参 加 登 録 を 募 る ． 会 議 の フ ァ ー ス ト サ ー キ ュ ラ ー は Web 上 で 公 開 中 で あ る
（http://earth.s.kanazawau.ac.jp/LherzoliteWorkshop2002/） 


